
  資料１  

平成 26年 11月
新潟市長 篠田 昭 様

新潟市美術館及び新潟市新津美術館協議会

会長 宮田 亮平  

新潟市の美術館の取り組みと今後の方向性について 

「新潟市美術館及び新潟市新津美術館協議会」が活動を開始してから 1 期 2 年を経過し
たこの機会に，これまでの議論を踏まえ，協議会として両美術館の取り組みに対し検証を

行うとともに，今後の方向性について申し述べさせていただきます。        

１ 新潟市美術館について 

塩田館長の就任を契機に，新しい運営方針を定め，方針に沿った企画展やテーマ性の

あるコレクション展を開催し、入館者数を着実に増している。

また，ホームページの充実やロゴの新設，若い感覚を取り入れたミュージアムショッ

プの新設など，具体的な新しい形が出てきた。

周辺施設，地域との連携が感じられ，地域密着の姿が生まれてきており，市民に開か

れた施設として，細やかな対応を行っている。

学芸員の育成がはかられ、その体制も整備されている。

２ 新潟市新津美術館について

横山館長の就任を契機に，市街地からやや離れた丘陵地域に位置するという立地の特

性を考慮し，多くの人に楽しんでもらう企画展の開催などで，入館者数を大きく伸ばし

健闘している。

美術資料の収集方針を見直し，特色が出てきているとともに，コレクションコーナー

を確保し，新たにコレクション展を開始している。

また，新津という地域性を意識した事業の展開や，周辺施設との連携を進めている。

３ 今後の方向性について 

両美術館とも新たな体制となったこの 2 年間で，塩田，横山両館長のもと，現場の職
員の頑張りもあり，上記のとおり市民に開かれた美術館として着実に成果を出してきた

と言える。

今後もこの流れを途切れさせること無く，さらに研鑽を重ね，体制の強化・充実と創

意工夫を図りながら，それぞれの個性を生かした多彩な事業の展開と，その充実に努め

ていただきたい。
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◆企画展167日間

◆常設展197日間

◆開館日196日間平成27度新潟市美術館展示スケジュール
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市展（後期）メンテナンス

１月12月

10月

撤収 メンテナンス

展示作業 川村清雄展（42日間）

コレクション展Ⅱ（74日間）

展示替

コレクション展Ⅱ（74日間）

展示替え

市展準備

11月

市展（前期）

川村清雄展（42日間） 調整中

展示替え
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Ⅰ　展覧会事業

１．コレクション展

期  間 事  業  名 予算額
（単位：千円）

7月19日～
10月9日

コレクション展Ⅰ
「Hi,（＋）Stories !」

10月14日～
1月17日

コレクション展Ⅱ
「東と西が出会うと

き」

1月22日～
4月3日

コレクション展Ⅲ
「悪い絵？」

２．企画展　　

期  間 事  業  名 主催 予算額
（単位：千円）

7月19日～
9月23日

開館30周年記念

リバプール国立美術館所蔵

英国の夢
ラファエル前派展

実行委員会
（新潟市・新潟日報・BSN）

45,000
(内新潟市負担
分28,800）

11月3日～
12月20日

開館30周年記念

川村清雄展
実行委員会
（新潟市・ＮＳＴ）

12,000
(内新潟市負担
分8,000）

2月13日～
4月10日

アナタにツナガル 新潟市 10,000

資料３

リバプール国立美術館の所蔵品から、ラファエ
ル前派とその周辺の作家の作品約70点を展
示。名古屋市美術館、Bunkamuraザ・ミュージア
ム、山口県立美術館との共同企画の巡回展。

初代新潟奉行の祖父・修就を通じて新潟に縁
のある川村清雄は、明治初めに渡欧し油彩画
に通じた画家。幕末から昭和の激動期を生きた
川村とその時代をたどる自主企画展。

言語や文化など見えない堺界を越えてゆくアー
トの挑戦を、現代美術作家の折元立身や岩井
成昭の仕事により紹介する自主企画展。

974

平成27年度　新潟市美術館　事業計画

内    容

ストーリーを感じる絵。それぞれの美術品の来歴。「収集（コレクショ
ン）」という蓄積。「改修（リニューアル）」という経験。storyを手がかり
に、当館が蒐め、当館に集まった「ものがたり」を紡ぐ。

西洋美術の伝統に刺激を受けた昭和初期の表現や、日本美術の技法
や精神性を新たな切り口で取り入れた戦後美術など。東洋/日本と西
洋の、美術におけるさまざまな出会いが生んだ作品を紹介する。

そもそも絵の良し悪しの判断の基準はどこにあるのか？誰もが一度は
疑問に感じたことのあるこの謎について、美術館の所蔵品を通して考え
る。

内    容
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Ⅱ　教育普及事業

１．コレクション展関連

展覧会 事  業  名

コレクション展Ⅰ

コレクション展Ⅱ

コレクション展Ⅲ

２．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

　展覧会 事  業  名

講演会

講演会

講演会

３．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

7月～3月
ＡＲＴＲＩＰ
（アートリップ）

各企画展開催
期間中の1週間

教職員視察ウィー
ク

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行
う。また、オープンギャラリーの事前の打ち合わせもこの期間に行う。

「新潟開港とイギリス領事館」（仮）
講師：青柳正敏氏（新潟県立歴史博物館副館長）
開催日時は調整中
会場：新潟市美術館講堂

「イギリス美術の魅力」（仮）
講師：塩田純一 館長
開催日時は調整中
会場：新潟市美術館講堂

リバプール国立美術館所蔵

英国の夢
ラファエル前派展

美術館での鑑賞体験をさらに深めるために、学芸員による学校での出張授業（出前）
と美術館での団体観覧（送迎バス）をセットにしたプログラム。指導目標、授業のねら
いに応じて、学校と話し合いながらオーダーメイドの鑑賞授業を行う。

内    容

内    容

学芸員による展示作品の解説など（2/20、3/19）　2回

内    容

「ラファエル前派と日本」（仮）
講師：荒川裕子氏（法政大学教授）
開催日時は調整中
会場：新潟市美術館講堂

ギャラリートーク

学芸員による展示作品の解説など（8/15、9/19）　2回

学芸員による展示作品の解説など（10/17、11/21、12／19）　3回
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４．各種講座

期  間 事  業  名

7月～3月 美術講座

7月～3月 実技講座

8月 夏休み子ども講座

Ⅲ　調査研究事業

（1）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（1）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存･修復

（３）作品管理

Ⅴ　新潟市美術館開館30周年記念事業

・新潟市美術館開館３０周年にちなみ、記念事業の企画展、所蔵品図録の発行、施設パンフレットの更新等を行う。

Ⅵ　施設普及事業ほか

内    容

　・作品の額装や修復を行い、作品の状態を良好に保つ。

・美術館ニュース「Ｗａｖｅ」の発行、コンサート等施設普及イベントの実施等を予定。

館長および学芸員が各回を担当する講座。全8回程度を予定。開催中の展覧会に関
連した内容または各自の研究に沿った内容で実施。

作家を講師に招き、実際の制作を中心に行う講座。全2回を予定。

小中学校の子どもを対象に、館内の探索や実制作によって美術に親しんでもらう講
座。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市新津美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を
行う。
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平成27年度新潟市新津美術館展示スケジュール
新潟市新津美術館262

資料４

４月 ５月
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デビュー30周年記念 さくらももこの世界展（46日間）
第2展示室

市民ギャラリー
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１月

光のファンタジー　魔法の美術館（58日間）

デビュー30周年記念 さくらももこの世界展（46日間）

10月 11月

コレクション展Ⅱ　絵のメッセージ（46日間）

コレクション展Ⅱ　絵のメッセージ（46日間） 写大ギャラリーの所蔵品を展示

デビュー30周年記念　さくらももこの世界展（46日間）
写大ギャラリー40周年記念　土門拳写真展（39日間）

東アジア文化都市事業　中国・韓国陶磁展（39日間）

12月
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２月 ３月

12月

東区の隠れた名品展（46日間）

第12回新潟教育アート展（12日間）
第9回

秋葉区美術展覧会
（7日間）

新津美術館所蔵品展（46日間）

コレクション展Ⅲ ふるさとの作家たち（19日間）

所蔵品コーナー



資料５

Ⅰ　展覧会事業

１．所蔵品展

期  間 展覧会名

4月11日～
6月7日

Ⅰ．春をうたう

6月20日～
8月23日

8月29日～
10月18日

Ⅱ．絵のメッセージ

12月17日～
1月16日

Ⅲ．ふるさとの作家た
ち

1月30日～
3月21日

２．企画展　　

期  間 展覧会名 主催
予算額

（単位：千円）

4月11日～
6月7日

日本のアニメーション
美術の創造者　山本
二三展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・UX）

15,000
（うち新潟市負
担分5,000）

6月20日～
8月23日

光のファンタジー　魔
法の美術館

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

18,000
（うち新潟市負
担分6,000）

8月29日～
10月18日

デビュー30周年記念
さくらももこの世界展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

15,000
（うち新潟市負
担分5,000）

写大ギャラリー40周年
記念　土門拳写真展
「古寺巡礼」

新潟市 7,863

《東アジア文化都市事
業》
中国・韓国陶磁展

新潟市 13,000

1月30日～
3月21日

東区の隠れた名品展
新津美術館所蔵品展

新潟市 5,493

10月24日～
12月6日

日本や韓国などの世界各地の陶磁器を所蔵する愛知
県陶磁美術館（愛知県瀬戸市）の協力を得て、その所
蔵する優品の数々を展示することにより、東アジアの
魅力を広く紹介する。
あわせて、同時期に江南区・北方文化博物館で開催
する展覧会（中国陶磁「唐三彩」などの所蔵品を展示）
と連携し、観覧料割引連携（団体料金）を行い、広域
な集客とPRを図る。《自主企画展》

平成24年度の「秋葉区」、25年度の「江南区」、26年度
の「南区」に続く第４弾として「東区の隠れた名品展」を
開催する。東区内の学校・公共施設・個人などが所蔵
する美術品を調査し、隠れた名品を展示する。
あわせて、新津美術館が所蔵する日本画、洋画など
の作品を展示する「新津美術館所蔵品展」を同時開
催する。《自主企画展》

内    容

東京工芸大学は通称「写大」と呼ばれ、日本を代表す
る写真家や研究者を多く輩出している。今年開設４０
周年を迎えた記念として開催する展覧会。
写大ギャラリーの主要コレクションのひとつである、土
門拳の写真コレクション（古寺巡礼）を中心に紹介す
る。《自主企画展》

国内外で活躍するメディア・アーティストのプロデュー
スにより、美術館が光の魔法にかかる。
人の動きにあわせて、光や影、音などがさまざまに変
化し、不思議な空間を作り出す。子どもから大人まで、
世代を超えて参加しながらアートを楽しめる体験型の
展覧会。《巡回展》

「ちびまるこちゃん」の原作者さくらももこのデビュー30
周年を記念する展覧会。
漫画作品だけでなく、エッセイ、脚本、翻訳と様々な分
野へ領域を広げてきた３０年の創作活動全般を、生原
稿やゆかりの品々で振り返る。《巡回展》

山本二三は、アニメーションの背景画家や美術監督と
して、アニメ草創期から数々の名作に携わってきた。
天空の城ラピュタ・火垂るの墓・もののけ姫・時をかけ
る少女など、山本が関わった初期から最新までの作
品の中から、作者自らが選んだ、アニメーションに用
いられた手描きの背景画、その前段階のスケッチや、
イメージボードなど約２００点を紹介する。《巡回展》

新津美術館所蔵品展として開催

平成27年度　新潟市新津美術館　事業計画

内    容

春から夏のふるさとの自然をテーマにした作品を紹介

この作品は何を描いているのかな？自由にタイトルをつけてみよう！（参加型展示）

新潟ゆかりの作家の作品を紹介

「光のファンタジー　魔法の美術館」で所蔵品コーナーを使用するため、所蔵品展はなし
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３．共催の展覧会　　

期  間 事業名 主催

1月4日～
1月16日

第12回
新潟教育アート展

下越美術教育研
究会

４．その他の主催展覧会　　

期  間 事業名 主催

9月8日～
9月23日

移動美術館 新潟市

Ⅱ　教育普及事業

１．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

展覧会名 事  業  名

トークショー

デモンストレーション

フォトシアター

コンサート

アニメーション上映会

２．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

6月～12月 出前美術館

6月～12月 オープンギャラリー

各企画展
開催期間中

教職員視察研修観覧

山本二三「背景画を描く」デモンストレーション
内容：山本二三氏が実際に背景画を制作する様子を話を交えて公開する。
開催日：4月12日（日）午後2時～3時
会場：新津美術館１F市民ギャラリー

私の二三雲フォトシアター　～あなたも展覧会に参加しよう～
内容：応募者が撮影した二三雲の写真を会場内モニターで紹介

ミュージアムコンサート
内容：スタジオジブリ作品を中心に、子どもも楽しめるコンサート
開催日：5月30日（土）午後6時30～7時30分
会場：新津美術館アトリウム

内    容

下越地区を中心に、県内の保育園、幼稚園、小中学生、高校生の作
品の展覧会

学校教員が美術館職員と共に、美術館で開催している企画展・所蔵品展の出品作品を通
して、作品鑑賞の授業を行う事業。美術館でバスを用意し、児童の送迎を行う。

新津美術館の所蔵品を他地域の展示施設を会場に紹介する展覧会
「移動美術館」を開催
会場：江南区文化会館内郷土資料館展示室

山本二三トークショー
出演：山本二三氏
開催日：4月11日（土）午後2時～2時30分
会場：新津美術館１Ｆ市民ギャラリー

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行う。

アニメーション「ミヨリの森」上映会（山本二三氏初の長編映像監督作品）
開催日：4月18日（土）・5月17日（日）の午後1時30～（約1時間50分）
会場：新津美術館１Fレクチャールーム

山本二三展

内    容

内    容

申し込みのあった学校（小学校・中学校・高校）へ、作家とともに出向き、作家の話を聞い
たり、作品制作体験などのふれあいの中で、美術の楽しさを伝える。アーティストと作品を
出前する事業。
今年度も、小池利春氏（新潟市マンガ・アニメ情報館副館長）、エイキミナコ氏（絵本作家）
にお願いする。

内    容
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３．各種講座

期  間 事  業  名

6月～11月 美術講座

Ⅲ　調査研究事業

（１）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（１）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存・修復

（３）作品管理

Ⅴ　施設普及事業ほか

（1）ミュージアムコンサート

（２）シーズン＆アート

（３）利用者にやさしいサービス

Ⅵ　新津美術館改修事業

（参考）新潟市新津美術館の職員体制（８人）

館長　１人

副館長　１人

学芸担当職員　２人

総務担当職員　３人（うち１人は学芸担当兼務）

非常勤職員　１人

　・老朽化した空調設備の監視・制御装置の更新を行う。

　・各展覧会会期中の毎月第1・第3の木曜・日曜日に、親子で語り合いながら鑑賞できる「こどもタイム」を実施する。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・季節ごとにテーマを設定し、文学作品の朗読・解説と音楽を融合した公演を実施する。

　・各展覧会会期中に１～2回は月曜日を開館する「あいてマンデ～」を実施する。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・各展覧会会期中の毎月第２・第４の木曜・土曜日に「託児サービス」を実施する。

　・新津美術館の特徴であるアトリウム空間を活用して、コンサートを実施する。

館長及び学芸員が各回を担当する講座。開催中の展覧会に関連した内容または各自の
研究に沿った内容で実施。

　・作品の額装、修復を行い、作品の状態を良好に保つ。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を行
う。

内    容
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